
 

 

 

 

 

 

 

 

（１）安積の精神 
開拓者精神  質実剛健  文武両道 

（２）教育目標 
全人教育を目指し、知・徳・体を錬磨し、次代を担い、人類に貢献できる、志

高く有為な人材を育成する。 
（３）教育方針 

① 個性を伸長する。 
② 知性と情操と実践力を育てる。 
③ 自主自律の精神を培う。 

④ 未知の領域に果敢に挑戦する高い志を育てる。 
⑤ 真理と正義を愛する、質実にして真摯な人物を育成する。 

（４）中高一貫教育のスローガン 
「未来を描き、未来を創る開拓者」 

（５）育てる資質・能力 
○ 課題解決に向けて多くの学びを得ようと探究できる粘り強さ 
○ 他者を思いやり、相手の立場になって異なる意見も受け止め、協働できる心の豊かさ 
○ 困難や逆境にあったとしても、失敗から学ぶことができるしなやかさ 

（６）中高一貫教育の柱 

○ 世界志向の学び 
○ 探究的な学び 
○ 協働的な学び 
これら３つの学びをつなげるＳＴＥＡＭ教育 

 
 
 

○中学１年生の時間割イメージ 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 

令和５年１１月 

福島県教育庁 県立高校改革室 

県立安積中学校（仮称）説明会資料 

令和７年 4月開校 

教育目標・教育方針等 

日課・教育課程案 

○ 基本的な日課は、高校と同じになります。 

○ 県立安積中学校（仮称）では、一般的な中学校の授業

時数（標準時数）より週あたり２時間多い週３１時間

を設定しています。このことにより、中学校の学習内

容にじっくり取り組み、確実な定着を図ります。また、

学んだことを使って自ら見いだした課題の解決に向か

うことで、思考力や実践力等のスキルを獲得します。 

○ 各教科での深い学びを通して習得した知識や技能を一

般化し、様々な事柄に応用する力を育むことを目標と

しています。そのため、単なる知識の早期習得を目的

とするような「先取り授業」を行う予定はありません。 



 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
◎ 募集区分  募集定員：６0 名  通学区域：県下一円 
◎ 選抜資料（令和７年度入学者選抜の詳細については検討中） 

適性検査・・・小学校の学習内容を総合的にみます。 
面 接・・・・目的意識、意欲や長所等をみます。 
調査書・・・・小学校での学習や生活の状況をみます。 

児童が在学している小学校の校長が作成します。 
※ 志願者の意欲・能力・適性等を総合的に判定し、入学予定者を決定します。 

 
○ 学校説明会・・・・・・・・令和６年７～８月 

  小学 6 年生児童・保護者を対象に、学校生活について説明します。 
○ 入学者選抜説明会・・・・・令和６年１０月頃 
  小学 6 年生児童・保護者を対象に、入学者選抜実施要項（願書）を配付し、手続き
について説明します。 

○ 出願期間・・・・・・・・・令和６年１２月上旬 
○ 適性検査実施・・・・・・・令和７年 １月上旬 
○ 選抜結果通知・・・・・・・令和７年 １月中旬 

※ 上記の日程はすべて予定です。 
 

県立安積中学校（仮称） 安積高等学校 

◆ 数学と英語、総合的な学習の時間の時数を標準

時数より多く設定 

◆ 実社会の課題を教科横断的に探究し、本物に触

れるプロジェクト学習 

◆ 施設を生かした多様な形態の学び 

（少人数指導、コース別学習等） 

◆ 四年制大学等志望校に応じた単位制 

◆ 全生徒による課題研究「ＳＳ探究」 

◆ 教科・科目や分野を融合させた学際的カリキュラ

ム「ＳＳ情報」「ＳＳアカデミー」 

◆ 産・学・官連携・共創プログラム 

（地域フィールドワーク、国内外研修等） 

◇ 中高協働の学びの場としての安積 

・中高教員による授業（乗り入れ授業やＴＴ等）  ・中高合同行事による生徒間交流 

・中高互いに刺激を受ける共用図書館や多目的ホールの活用 ・部活動などの課外活動 

◇ 安積高校への進学 

・県立安積中学校（仮称）から、安積高校へは、入学の意思確認を経て、入学者選抜なしで進学 

・高校では、安積中からの進学生とそれ以外の中学校からの入学生が混在するクラス編成 

 

入学者選抜 

○ 教育課程案：各学年１週間あたりの教科時数案 


